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技術の概要

３．技術の効果

　・従来困難であったダム堤体近接のUAV自律航行が可能（手動操縦による作業と比較して約3割の飛
行時間削減）
　・ダム堤体に正対して歪みの少ない鮮明な高解像度画像の空撮、空撮位置座標の記録が可能
　・事前設定飛行ルートを何度でも繰り返して飛行可能
　・従来の近接目視調査に比べて、劣化記録作成の省力化が図れ、調査結果の位置・大きさが定量的
に把握可能
　・図面だけでなく画像としても記録が残るため、調査結果の確認が容易
　・堤体全体を面的かつ定量的に記録するため、経年比較が可能

４．技術の適用範囲

　・ダム堤体（上下流面、形式依存なし）
　・ダム堤体以外のコンクリート構造物への適用も可能

２．技術の内容

５．活用実績

　国の機関　 ４　件　（九州　　0件　、九州以外　4件　）
　自治体　　　０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）
　民　 間　　　０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）

安全・防災　 インフラDX 　 維持管理  　 環境　　コスト　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

　ダム堤体表面の劣化調査は目視で実施されており、点検技術者の力量差による評価のばらつきや見
落としによる点検精度や再現性、堤体全体での損傷分布や損傷サイズ把握，高所作業リスク等の複数
の課題を有しています。従来の点検技術者が実施してきた近接目視点検による堤体劣化調査作業を新
技術の活用し、高度化、省力化を図ることを目的としています。

　「ダム堤体近接の非ＧＰＳ環境下におけるドローン自律航行技術」と「ＡＩによる劣化情報自動検出技
術」にて、ダム堤体全体の損傷状況や傾向の客観的・定量に把握することが可能になります。
　ダム堤体近接におけるUAVによる空撮は衛星測位精度が確保できないため、トータルステーションを
活用したUAVの自己位置推定技術を適用しUAVの自律航行を可能としました。堤体表面を等距離正対
し全体を高解像度で均質に空撮することでAI画像認識に有用なUAV画像を撮影します。また撮影した膨
大なUAV画像からディープラーニングを活用した画像認識により劣化情報を自動検出します。UAV撮影
画像の一部に対して劣化領域を人手でマーキングすることにより、劣化検出AIが人の劣化検出能力を
学習します。これにより堤体全体を自動で劣化検出することが可能となり、堤体調査の省力化が実現し
ます。

１．技術開発の背景及び契機
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６．写真・図・表

トータルステーションを活用したUAVの自律航行システ
ム 衛星測位⇒利用できない

届かない
（補足数が少な

い） 干渉・回折

(マルチパ

ス)
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打設目1リフト2,000mm
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⇒ 2,000mm×3.5リフト/4,000pixel
= 1.75mm/pixel

自律飛行・空撮（等距離正
対）

sfm解析

AI診断（深層学習）

劣化指標スコア化


